
　外科医にとって，いかに自己の手術技術を向上させるかは最も大きな関心事であ
る．１つの手術は多数の手順に分解され，その手順を十分理解した上で，個々の手
順を着実に進めていくことによって最終目的が達成されると考える．術前にはプロ
セスの分解と再統合のイメージング，術中には術者あるいは助手としての実践とオ
ンサイトの指導，エキスパートによる手術の観察および想定外の事態への緊急対応
法を経験し，術後には行った手術の振り返りを行う．これを反復することによって
向上していくものと考える．
　『ビジュアルサージカル　呼吸器外科手術　縦隔・胸膜・胸壁』は，呼吸器外科
に興味を持つ若手外科医，呼吸器外科専門医を目指して修練中の医師を主な対象と
し，縦隔・胸膜・胸壁疾患に対する手術手技の中から，特に基本的で頻度の高い手
術，高難度だがぜひ知ってほしい手技，および近年保険医療として認められたロボ
ット支援手術を選んで取り上げた．対象疾患としては胸腺上皮性腫瘍，後縦隔腫瘍，
胸膜中皮腫，悪性胸壁腫瘍などの腫瘍性疾患から自然気胸・膿胸・漏斗胸などの非
腫瘍性疾患まで幅広い内容を含んでいる．
　いずれの手術手技についても，多くの手術経験を有する指導的な第一人者による
執筆をいただき，手術の基本的な手順，および 1 つ 1 つのプロセスにおける手術の
コツについて著すとともに，直感的な理解を助ける精巧なイラストを多く配した．
さらに，本シリーズにおける新企画として，書内の QR コードから WEB を介して
スマートフォンやタブレット端末に出力される手術ビデオを視聴することができる．
　昔から外科医の修練方法は特定の指導者からマンツーマンで手術の手順・基本的
手術手技や，随所のコツを現場で伝授されることによって行われるものであり，現
在においてもそれは最も重要なことであると考える．しかし，同じ手術でも様々な
アプローチや技術が用いられることを本書によって知っていただき，日常の診療に
役立てていただければ，編者・著者にとっては本意が遂げられたと感じる．
　最後に，本書の編集・制作にあたり，多数の図・画像や映像を用いて大変わかり
やすくご解説いただいた執筆者の先生方，そして本企画実現のため，編集・発刊に
おいて中心的に携わられた学研メディカル秀潤社の谷口陽一氏に心より感謝申し上
げる．
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